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1.はじめに 
近年，コンピュータは私達の生活の様々な場面に
組み込まれ，私達の行動の支援をしている．今後さ
らに様々な場面にコンピュータが組み込まれていく
ことにより，私達が意識することなくあらゆる場面
でコンピュータの支援を受けることができる『ユビ
キタスコンピューティング環境』ができ上がってい
くと予想される．本研究ではユビキタスコンピュー
ティング環境を作っていく上で有用と考えられるタ
ンジブルインタフェースに着目し，その試作を行な
った． 
2.タンジブルインタフェース 
タンジブルインタフェース[1]とはユーザが現実
の物体をユーザ自身の手で掴んで動かして情報を操
作することによって，情報の操作をユーザにより直
感的に，より実感のあるものとして感じさせるとい
う考えを基に作られたインタフェースである． 
 今後，ユビキタスコンピューティング環境が私達
の周りに出来上がっていく上で，情報の操作に実感
を持たせ，実世界と仮想世界を深く結びつけること
ができるタンジブルインタフェースは有用な技術と
なると考えられるが，現在研究されているタンジブ
ルインタフェースの大半は環境を設定する為に多く
の機材をタンジブルインタフェース本体、またはそ
の周辺（壁、天井等）に組み込まなければならない
為，私達の生活の中に組み込むのは容易ではない．
そこで実物体とその物体の動作の認識に画像処理を
用いることによって，上記で挙げたタンジブルイン
タフェースに比べ環境の設定が容易なタンジブルイ
ンタフェースを作ることが出来るのではないかと考
えた． 
3.タンジブルインタフェースの試作 
 本研究では画像処理によって実物体の動作を認識
するタンジブルインタフェースの試作を行なった．下図１
が試作したタンジブルインタフェースである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.試作したタンジブルインタフェース 
 
このインタフェースは机の上に配置された物体を
机の下に配置した PC 用カメラで撮影し，撮影した
画像を PC に入力し，画像処理プログラムで物体と
その物体の動作を認識する． 

本研究では物体の動作の認識の手法として，配置さ
れた物体の動作前，動作後の座標の変位から物体の
動作の認識を行なう．物体の動作の認識は以下の様
な流れになる． 
画像処理プログラムによる物体と物体の動作の認
識 
1.PC 用カメラで物体が配置される前の画像を撮影
し，PC に取り込む．  
2.入力画像をグレースケールに変換し，背景画像と
する． 
3.物体を配置し，入力画像を取り込む． 
4.入力画像をグレースケールに変換し，グレースケ
ール画像と背景画像から差分画像を作る． 
5.差分画像を二値化し複数回膨張，伸縮させ二値化
差分画像内のノイズを除去する． 
6.物体の輪郭を検出し，描画する． 
7.ラベリングを行い，最大面積の領域を物体の領域
として認識する． 
8.最大領域から重心の座標を抽出し，初期座標とす
る． 
9.新たに物体の重心座標を抽出し，初期座標と比べ
て物体の座標が一定値以上変位した際に，物体が前
後左右どのように動作したかを表示する． 
下図 2は画像処理プログラムによって認識された
物体の画像である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.認識された物体の画像 
 
4.今後の課題 
今後の課題としてこのタンジブルインタフェースに
簡単なアプリケーションを搭載し動作させることを
計画している． 
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